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1.  平成24年3月期の業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 12,124 5.7 835 2.1 853 2.1 244 △44.9
23年3月期 11,467 9.7 817 23.2 835 21.2 444 13.6

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 3,567.62 ― 2.7 8.0 6.9
23年3月期 6,473.70 ― 5.1 8.2 7.1
（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 10,787 8,974 83.2 130,848.00
23年3月期 10,432 8,903 85.3 129,806.37
（参考） 自己資本  24年3月期  8,974百万円 23年3月期  8,903百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 725 △464 △171 6,148
23年3月期 665 △581 △171 6,059

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当
率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 1,250.00 ― 1,250.00 2,500.00 171 38.6 2.0
24年3月期 ― 1,250.00 ― 1,250.00 2,500.00 171 70.1 1.9
25年3月期(予想) ― 1,250.00 ― 1,250.00 2,500.00 31.8

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,100 4.0 350 △1.2 350 △2.9 210 △9.3 3,061.63
通期 12,600 3.9 900 7.8 900 5.5 540 120.7 7,872.75



※  注記事項 
(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益の算定の基礎となる株式数については、20ページ（１株当たり情報）をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 68,591 株 23年3月期 68,591 株
② 期末自己株式数 24年3月期 ― 株 23年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数 24年3月期 68,591 株 23年3月期 68,591 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想については、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって予想値と異なる場合があります。業績
予想に関する事項は、２ページをご覧ください。 
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当期におけるわが国経済は、欧州財政危機や歴史的な円高が継続していることに加え、原油価格が高

騰するなど厳しい状況が継続しました。国内では東日本大震災からの復興に向けた動きもあり、経済活

動は緩やかな回復基調となりましたが、長引くデフレや厳しい雇用環境は依然として継続しており、日

本経済の先行きは不透明な状況の中推移いたしました。 

 このような環境のもと、顧客企業においては、非金融分野で設備投資に慎重な姿勢が継続したもの

の、金融分野では企業統合に伴う情報システム投資などもあり、比較的好調を維持いたしました。 

 当社は、年度前半に顧客企業の一部に案件の先送りや一時凍結により要員稼働率の低迷が見られたも

のの、生損保を中心とした金融分野が堅調に推移したことに加え、開発規模の拡大や新規案件の取り込

みなどに注力してまいりました。また、利益改善を最重要課題として、案件の動きに合わせて最適な要

員配置で稼働率改善を進め、コスト構造の見直しについても積極的に行った結果、売上高・営業利益・

経常利益は前期を上回ることが出来ました。 

 しかしながら、親会社であるＳＣＳＫ株式会社の年金基金（ＣＳＫ企業年金基金）に委託していた年

金資産の一部が、投資一任契約のもとＡＩＪ投資顧問株式会社で運用されており、契約資産の大半の消

失がほぼ確実に見込まれると判断し、394百万円を特別損失に計上いたしました。これにより、当期純

利益は前期を下回ることとなりました。 

  

 これらの結果、当事業年度の業績は以下のとおりとなりました。 

 売上高は、12,124百万円（前事業年度比＋5.7％）、営業利益は、835百万円（前事業年度比＋

2.1％）、経常利益は、853百万円（前事業年度比＋2.1％）、当期純利益は、244百万円（前事業年度比

△44.9％）となりました。 

  

 次期の見通しにつきましては、世界経済では欧州財政危機の再燃懸念など不確実性が残っており、国

内経済も一部に復調の兆しは見られるものの、原油価格の高騰や雇用状況の悪化懸念など、経営環境は

依然として厳しい状況で推移することが予想されます。 

 このような環境ではありますが、顧客企業における経営の効率化や新規ビジネスの立上げ、企業や事

業の統合分離など企業の活動、体質強化にはシステム投資が不可欠であり、これらの投資ニーズを的確

にとらえた効率的な営業を展開することで受注の最大化を目指してまいります。 

  

 以上のことから、平成25年３月期の通期業績は、売上高12,600百万円、営業利益900百万円、経常利

益900百万円、当期純利益540百万円を予定しております。 

  

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

 資産合計は、前事業年度末に比べ355百万円増加し、10,787百万円（前事業年度末比＋3.4％）となり

ました。 

 流動資産の増加433百万円のうち、主な増減科目は、現金及び預金の増加194百万円、関係会社預け金

（注）の減少105百万円、売掛金の減少148百万円、有価証券の増加500百万円であります。 

 固定資産は、ほぼ前事業年度末並みとなっております。 

  

（負債） 

 負債合計は、前事業年度末に比べ283百万円増加し、1,812百万円（前事業年度末比＋18.6％）となり

ました。主な増減科目は退職給付引当金の増加283百万円であります。 

  

（純資産） 

 純資産合計は、前事業年度末に比べ71百万円増加し、8,974百万円（前事業年度末比＋0.8％）となり

ました。これは主に、当期純利益の計上によるものであります。 

  

(注)：関係会社預け金 

「ＳＣＳＫグループ・キャッシュマネジメントシステム」(ＣＭＳ：ＳＣＳＫグループの資金効率化を

目的)による預入れであります。なお、当該預け先は、ＣＭＳの母体であり当社の親会社でもあるＳＣ

ＳＫ株式会社(平成23年10月１日付で住商情報システム株式会社を存続会社として株式会社ＣＳＫと合

併し、ＳＣＳＫ株式会社に社名変更)であります。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動によるキャッシュ・フローは、＋725百万円（前事業年度比＋59百万円）となりました。前

事業年度比でキャッシュ・フローを増加させた主な項目は、営業収入＋897百万円であり、減少させた

主な項目は、外注費の支払及び購入による支出△625百万円であります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、△464百万円（前事業年度比＋116百万円）となりました。こ

れは主に、無形固定資産の取得による支出の減少によるものであります。  

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、ほぼ前事業年度並みの△171百万円（前事業年度比＋0百万

円）となりました。キャッシュ・フローの内容は、前期・当期ともに配当金の支払額であります。 

  

 これらの結果、当事業年度末における現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末から89百万円増加

し、6,148百万円となりました。 

  

（２）財政状態に関する分析
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
(注)  １．上記指標の算出方法 

            自己資本比率：自己資本／総資産 

            時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

            キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

            インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

        ２．株式時価総額は、期末株価数値×期末発行済株式総数により算出しております。 

        ３．キャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、 

            有利子負債及び利払いが発生していないため記載しておりません。 

  

当社は株主の皆様に対する利益還元を、経営の重要課題として認識しております。そのためには、企

業が社会的責任を負い、社会に貢献するとともに、絶えず成長性、技術力、開発力、株主資本利益率の

向上に努め、健全な経営基盤を確保することが肝要であると考えております。また、利益配当につきま

しては、業績、配当性向、内部留保等を総合的に勘案し、株主の皆様に納得していただけるように配慮

し、安定的な配当を継続して行うことを基本方針としております。なお、内部留保につきましては、将

来の事業展開のための設備投資資金や、より高度な技術に対する教育に活用し、事業の拡大に努めてま

いります。 

 この方針に基づき、平成24年３月期の期末配当につきましては、１株当たり普通配当1,250円といた

します。これにより年間配当は中間配当1,250円と合わせて１株当たり2,500円となります。 

 なお、期末配当は、本年６月開催予定の第28回定時株主総会に付議する予定であります。 

 また、平成25年３月期の年間配当は2,500円（中間配当1,250円、期末配当1,250円）を見込んでおり

ます。 

  

最近の有価証券報告書（平成23年６月24日提出）における「事業等のリスク」から重要な変更がない

ため開示を省略しております。 

  

最近の有価証券報告書（平成23年６月24日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係

会社の状況」から重要な変更がないため開示を省略しております。 

なお、親会社であるＳＣＳＫ株式会社は、平成23年10月１日付で住商情報システム株式会社を存続会

社として株式会社ＣＳＫと合併し、ＳＣＳＫ株式会社に社名変更しております。 

平成20年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期 平成24年3月期

自己資本比率（％） 76.6 84.5 86.8 85.3 83.2

時価ベースの自己資本比率
（％）

57.8 41.3 53.8 52.6 59.2

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（％）

─ ─ ─ ─ ─

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

─ ─ ─ ─ ─

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（４）事業等のリスク

２．企業集団の状況
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当社は、「プロフェッショナル・サービス」の社是のもと、社員一人一人がプロフェッショナルとし

ての自覚とスキルを持ち、高度なサービスを提供していくことによってお客様の満足を得ると同時に、

情報サービス産業の一端を担い、広く産業界に貢献することに努めております。プロフェッショナルと

しての高い技術と、確かな知識及び情熱をもってお客様の問題解決に不断の努力をしてゆくことが当社

の存在理由であると考えております。 

 また、株主の皆様の期待に充分に応えることは、企業として最重要の課題と認識しております。当社

は、経営理念として「顧客への提言」、「社会への責任」、「社員への信頼」を掲げ、単に技術のみを

提供するのではなく、顧客の抱える問題を顧客志向の提言により解決を図ること、社会的公器として企

業活動を通じて社会に貢献すること、社員に自己実現の場を提供し社員と会社の相互研鑽による共存共

栄を図ることを基本方針とし、「存在を期待される企業」を目指しております。 

  

当社は、安定して収益を生み出すことが、強固な収益基盤の形成には不可欠であると認識しており、

そのために営業利益の増額と利益率の改善に努めております。 

 中長期的な目標としては売上高営業利益率10％を目標にしており、従業員１人当たりの売上・利益、

顧客当たりの売上・利益といった経営指標も設定し、生産性、収益性を重視しております。 

  

当社は、これまで顧客の様々なシステム開発ニーズに幅広く対応してまいりましたが、中でも最大の

強みは情報システムの効率化やコスト低減に不可欠な技術である基盤技術に関わる技術者を多数有して

いることにあります。当社は、コアコンピタンスである基盤技術の分野に一層特化することによって、

他社との差別化を図り、積極的にビジネス展開を図ってまいります。また、インターネットの急速な普

及やＥＲＰの浸透により多様化が進むシステム環境において、メインフレームからＷｅｂまで対応でき

る技術者を育成してまいります。 

 更に、顧客別、チャネル別営業体制の強化により、顧客満足度の向上を図ると共に、既存チャネルに

加え、大手ベンダー、ＳＩｅr(注)、コンサルティング・ファームとの協業を進め、広く当社の特化技術

を提供することにより業績の向上を実現してまいります。 

  

(注)：ＳＩｅｒ 

ユーザの用途に合わせてコンピュータのハードウェアとソフトウェアを組み上げることを業務とする企

業 

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略
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企業におけるシステム障害の発生は、企業のイメージを損ない大きなダメージとなる可能性があり、

システム基盤の重要性に対する意識は高まってきております。当社は、システムの信頼性の要となる

「基盤技術」を最大の強みとしており、その優位性を確保するため、技術・人材の蓄積と、それによる

高付加価値サービスの提供を図ることで、同業他社との差別化を進めてまいります。 

  

 顧客の成果物に対する要求は、年々高いものになっております。当社では、システム開発における品

質の向上と同時に、不採算案件の発生を防止するため、プロジェクトレビュー制度を実施しておりま

す。その運用のためにはリーダーやマネージャーにも高度なマネジメント力が求められるため、プロジ

ェクト・マネジメント教育や技術研修会等を積極的に実施しております。 

  

 顧客企業において、業種・業態ごとに業績のばらつきがあることや、案件の優先度やニーズの多様化

もあり、それらの動向を的確にとらえることがより重要となってまいります。当社では、営業、開発双

方の部門が密接に連携を推し進め、顧客企業の動向やニーズの把握と共有に努め、迅速な対応が取れる

体制を構築してまいります。 

  

 顧客予算は景気の動向に大きく左右されます。また、システム予算も合わせて変動する傾向にあるた

め、当社では顧客にとって優先度が高い案件に効率的な営業を行い、ニーズを的確にとらえた提案を行

い、高付加価値サービスの提供や、生産性の向上などコスト構造を見直すことで適正な採算性の確保を

図ってまいります。 

  

 親会社であるＳＣＳＫ株式会社は、平成23年10月１日付で住商情報システム株式会社を存続会社とし

て株式会社ＣＳＫと合併いたしました。ＳＣＳＫグループとしてのシナジーを創出すべく、クロスセル

による顧客層の拡大や、連携を強化し、当社の特色である「基盤技術」をグループ内でも前面に打ち出

し、より高い価値のサービスを提供してまいります。 

  

 国内経済を取り巻く環境として、歴史的な円高の継続や電力供給力が不透明なことなどから、メーカ

ーを中心に、企業が生産拠点を海外へシフトする動きは今後ますます拡大する可能性があります。国内

市場は成熟が進んでおり、他社とのより一層の差別化を図るためにも、ＳＣＳＫグループのグローバル

な展開の中で、当社の強みである「基盤技術」の分野を中心に連携し、海外に進出する顧客に対しても

必要とされるサービスを提供出来るように取り組んでまいります。 

  

（４）会社の対処すべき課題
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４．財務諸表
（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当事業年度
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,163,502 3,358,153

関係会社預け金 ※ 2,796,152 ※ 2,690,628

売掛金 2,048,038 1,899,383

有価証券 1,099,711 1,599,952

仕掛品 72,015 106,617

前払費用 112,247 84,073

繰延税金資産 281,608 240,541

その他 82,144 109,316

流動資産合計 9,655,421 10,088,666

固定資産

有形固定資産

建物 6,727 50,636

減価償却累計額 △4,439 △19,605

建物（純額） 2,287 31,030

工具、器具及び備品 168,015 143,193

減価償却累計額及び減損損失累計額 △151,567 △129,880

工具、器具及び備品（純額） 16,447 13,313

有形固定資産合計 18,734 44,343

無形固定資産

ソフトウエア 123,874 97,700

電話加入権 1,528 1,528

その他 374 0

無形固定資産合計 125,777 99,228

投資その他の資産

投資有価証券 254,210 252,060

長期前払費用 93 2,268

敷金及び保証金 224,070 176,797

前払年金費用 153,535 －

繰延税金資産 － 123,567

その他 218 218

投資その他の資産合計 632,127 554,912

固定資産合計 776,639 698,485

資産合計 10,432,060 10,787,151

負債の部

流動負債

買掛金 368,240 387,433

未払金 19,528 18,193

未払費用 168,538 169,307

未払法人税等 222,184 208,872

未払消費税等 73,525 63,016

前受金 50,272 29,042

預り金 34,106 32,672

賞与引当金 540,368 561,782

その他 － 44,841

流動負債合計 1,476,763 1,515,162

固定負債

退職給付引当金 － 283,989

繰延税金負債 38,744 －

役員退職慰労引当金 13,004 13,004

固定負債合計 51,748 296,993
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当事業年度
(平成24年３月31日)

負債合計 1,528,512 1,812,156

純資産の部

株主資本

資本金 674,184 674,184

資本剰余金

資本準備金 640,884 640,884

資本剰余金合計 640,884 640,884

利益剰余金

利益準備金 33,640 33,640

その他利益剰余金

別途積立金 7,000,000 7,300,000

繰越利益剰余金 559,518 332,747

利益剰余金合計 7,593,159 7,666,388

株主資本合計 8,908,228 8,981,457

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,679 △6,461

評価・換算差額等合計 △4,679 △6,461

純資産合計 8,903,548 8,974,995

負債純資産合計 10,432,060 10,787,151
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（２）損益計算書
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

売上高 11,467,786 12,124,866

売上原価 9,006,134 9,684,174

売上総利益 2,461,651 2,440,692

販売費及び一般管理費 ※1 1,644,036 ※1 1,605,511

営業利益 817,615 835,180

営業外収益

受取利息 ※2 13,598 ※2 12,798

有価証券利息 3,153 3,347

受取配当金 2,300 3,600

生命保険配当金 4,298 2,799

その他 866 1,454

営業外収益合計 24,216 23,998

営業外費用

支払手数料 6,354 6,029

営業外費用合計 6,354 6,029

経常利益 835,478 853,149

特別利益

固定資産受贈益 － ※2 42,609

特別利益合計 － 42,609

特別損失

固定資産除却損 ※3 902 ※3 2,464

減損損失 ※4 39,143 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 13,000 －

年金資産消失に伴う損失 － 394,706

特別損失合計 53,045 397,171

税引前当期純利益 782,432 498,587

法人税、住民税及び事業税 350,040 374,759

法人税等調整額 △11,645 △120,878

法人税等合計 338,394 253,881

当期純利益 444,037 244,706
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【売上原価明細書】

前事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当事業年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ  労務費 ※２ 5,038,753 56.1 5,147,706 53.0

Ⅱ  外注費 3,516,769 39.1 4,115,536 42.3

Ⅲ  購入品費 126,017 1.4 148,381 1.5

Ⅳ  経費

      教育費 7,617 5,825

      賃借料 105,102 104,558

      旅費交通費 51,298 67,189

      その他 138,564 302,582 3.4 129,578 307,151 3.2

    当期総製造費用 8,984,123 100.0 9,718,775 100.0

    期首仕掛品たな卸高 97,176 72,015

合計 9,081,299 9,790,791

    期末仕掛品たな卸高 72,015 106,617

    他勘定振替高 ※３ 3,149 ―

    当期売上原価 9,006,134 9,684,174

(注)

前事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当事業年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

  １  原価計算の方法

  個別原価計算による実際原価計算であります。

  原価差額は期末において、仕掛品、売上原価に配

賦しております。

  １  原価計算の方法

同左

※２  労務費のうち引当金繰入額

賞与引当金繰入額 454,548千円

※２  労務費のうち引当金繰入額

賞与引当金繰入額 480,845千円

※３  他勘定振替高

ソフトウェア勘定 3,149千円

───────
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（３）株主資本等変動計算書
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 674,184 674,184

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 674,184 674,184

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 640,884 640,884

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 640,884 640,884

資本剰余金合計

当期首残高 640,884 640,884

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 640,884 640,884

利益剰余金

利益準備金

当期首残高 33,640 33,640

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 33,640 33,640

その他利益剰余金

別途積立金

当期首残高 6,500,000 7,000,000

当期変動額

別途積立金の積立 500,000 300,000

当期変動額合計 500,000 300,000

当期末残高 7,000,000 7,300,000

繰越利益剰余金

当期首残高 786,958 559,518

当期変動額

剰余金の配当 △171,477 △171,477

当期純利益 444,037 244,706

別途積立金の積立 △500,000 △300,000

当期変動額合計 △227,440 △226,771

当期末残高 559,518 332,747

利益剰余金合計

当期首残高 7,320,599 7,593,159

当期変動額

剰余金の配当 △171,477 △171,477

当期純利益 444,037 244,706

別途積立金の積立 － －

当期変動額合計 272,559 73,228

当期末残高 7,593,159 7,666,388

株主資本合計

当期首残高 8,635,668 8,908,228

当期変動額

剰余金の配当 △171,477 △171,477

当期純利益 444,037 244,706

当期変動額合計 272,559 73,228

当期末残高 8,908,228 8,981,457
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 △4,667 △4,679

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△11 △1,782

当期変動額合計 △11 △1,782

当期末残高 △4,679 △6,461

評価・換算差額等合計

当期首残高 △4,667 △4,679

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△11 △1,782

当期変動額合計 △11 △1,782

当期末残高 △4,679 △6,461

純資産合計

当期首残高 8,631,000 8,903,548

当期変動額

剰余金の配当 △171,477 △171,477

当期純利益 444,037 244,706

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △11 △1,782

当期変動額合計 272,548 71,446

当期末残高 8,903,548 8,974,995
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（４）キャッシュ・フロー計算書
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業収入 11,328,408 12,226,063

外注費の支払及び購入による支出 △3,574,618 △4,199,881

人件費の支出 △5,996,429 △6,109,330

その他の営業支出 △869,353 △822,114

小計 888,006 1,094,737

利息及び配当金の受取額 18,142 18,694

法人税等の支払額 △240,462 △387,915

営業活動によるキャッシュ・フロー 665,686 725,516

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △2,698,684 △3,099,000

有価証券の償還による収入 2,200,000 2,600,000

有形固定資産の取得による支出 △3,739 △9,211

無形固定資産の取得による支出 △77,033 △789

敷金及び保証金の差入による支出 △222,295 △1,354

敷金及び保証金の回収による収入 220,674 45,537

投資活動によるキャッシュ・フロー △581,079 △464,818

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △171,588 △171,503

財務活動によるキャッシュ・フロー △171,588 △171,503

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △86,981 89,194

現金及び現金同等物の期首残高 6,146,774 6,059,793

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 6,059,793 ※ 6,148,988
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該当事項はありません。 

  

  

  

 
  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）重要な会計方針

項目
当事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

１  有価証券の評価基準及び評価方法 (1) 満期保有目的の債券

償却原価法(定額法)

(2) その他有価証券

時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、

移動平均法により算定)

時価のないもの

移動平均法による原価法

２  たな卸資産の評価基準及び評価方法 仕掛品

個別法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)

３  固定資産の減価償却の方法 (1) 有形固定資産

定率法により償却しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物                ３～15年

工具、器具及び備品  ４～15年

また、平成19年３月31日以前に取得したものについては、償却可

能限度額まで償却が終了した翌事業年度から５年間で備忘価額まで

均等償却する方法によっております。

(2) 無形固定資産

定額法により償却しております。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における見込利

用可能期間(５年)に基づく定額法により償却しております。

(3) 長期前払費用

定額法により償却しております。
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項目
当事業年度

(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

４  引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可

能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

なお、当事業年度においては該当がないため計上しておりませ

ん。

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に備えるため、支給見込額に

基づき計上しております。

(3) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付

債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。

数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数(12年)による定額法により翌事業年度から費用処理

しております。

(4) 役員退職慰労引当金

役員への退職慰労金支給に備えるため、内規による必要額を計上

しております。

なお、当社は内規を改定し、平成16年６月23日の株主総会後必要

額は増加いたしません。

５  収益及び費用の計上基準 請負契約によるシステム開発に係る収益及び費用の計上基準

当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められるプ

ロジェクト 

  工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法) 

その他のプロジェクト 

  工事完成基準(検収基準)

６  キャッシュ・フロー計算書における資

金の範囲

キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３か月

以内に償還期限及び満期の到来する短期投資からなっております。

７  その他財務諸表作成のための重要な事

項

消費税等の会計処理

税抜方式を採用しております。
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（７）財務諸表に関する注記事項

（貸借対照表関係）

前事業年度 
(平成23年３月31日)

当事業年度 
(平成24年３月31日)

※  「関係会社預け金」は、「ＣＳＫグループ・キャッ

シュマネジメントシステム」(ＣＭＳ：ＣＳＫグル

ープの資金効率化を目的)による預入れでありま

す。なお、当該預け先は、ＣＭＳの母体であり当社

の親会社でもある株式会社ＣＳＫ(平成22年10月１

日付で株式会社ＣＳＫホールディングスから社名変

更)であります。

※  「関係会社預け金」は、「ＳＣＳＫグループ・キャ

ッシュマネジメントシステム」(ＣＭＳ：ＳＣＳＫ

グループの資金効率化を目的)による預入れであり

ます。なお、当該預け先は、ＣＭＳの母体であり当

社の親会社でもあるＳＣＳＫ株式会社(平成23年10

月１日付で住商情報システム株式会社を存続会社と

して株式会社ＣＳＫと合併し社名変更)でありま

す。

（損益計算書関係）

前事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当事業年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は以

下のとおりであります。なお、販売費の割合は僅少

につき一般管理費のみ記載しております。

役員報酬 161,970千円

給与手当 520,848千円

従業員賞与 53,738千円

賞与引当金繰入額 80,466千円

法定福利費 88,043千円

家賃 175,818千円

減価償却費 12,109千円

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は以

下のとおりであります。なお、販売費の割合は僅少

につき一般管理費のみ記載しております。

役員報酬 169,671千円

給与手当 509,146千円

従業員賞与 65,849千円

賞与引当金繰入額 80,936千円

法定福利費 86,792千円

家賃 145,555千円

減価償却費 47,213千円
1

 

 

※２  関係会社との取引に係るものが以下のとおり含ま

れております。

受取利息 13,598千円

※３  固定資産除却損の内訳は以下のとおりでありま

す。

工具、器具及び備品 902千円

※４  減損損失の内訳は以下のとおりであります。

工具、器具及び備品 5,568千円

ソフトウェア 31,821千円

その他 1,753千円

 計 39,143千円

 

 

※２  関係会社との取引に係るものが以下のとおり含ま

れております。

受取利息 12,798千円

固定資産受贈益 42,609千円

※３  固定資産除却損の内訳は以下のとおりでありま

す。

工具、器具及び備品 2,464千円

───────
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前事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

１  発行済株式の種類及び総数に関する事項 

 
  

２  配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 
  

  

当事業年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

１  発行済株式の種類及び総数に関する事項 

 
  

２  配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

(株主資本等変動計算書関係)

発行済株式
当事業年度期首株式数 

(株)
当事業年度
増加株式数(株)

当事業年度
減少株式数(株)

当事業年度末株式数
(株)

普通株式 68,591 ― ― 68,591

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月23日 
定時株主総会

普通株式 85,738 1,250 平成22年３月31日 平成22年６月24日

平成22年10月22日 
取締役会

普通株式 85,738 1,250 平成22年９月30日 平成22年12月２日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月23日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 85,738 1,250 平成23年３月31日 平成23年６月24日

発行済株式
当事業年度期首株式数 

(株)
当事業年度
増加株式数(株)

当事業年度
減少株式数(株)

当事業年度末株式数
(株)

普通株式 68,591 ― ― 68,591

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月23日 
定時株主総会

普通株式 85,738 1,250 平成23年３月31日 平成23年６月24日

平成23年10月21日 
取締役会

普通株式 85,738 1,250 平成23年９月30日 平成23年12月２日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月21日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 85,738 1,250 平成24年３月31日 平成24年６月22日
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デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

関連会社がないため、該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

リース取引、金融商品、有価証券、税効果会計、退職給付に関する注記事項については、決算短信

における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 

  

 前事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

 当事業年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

当社の事業は、システム開発事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

（キャッシュ・フロー計算書関係）

前事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当事業年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

※現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記さ

れている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 3,163,502千円

関係会社預け金勘定 2,796,152千円

有価証券勘定 1,099,711千円

計 7,059,366千円

ＦＦＦ以外の有価証券 △999,573千円

現金及び現金同等物 6,059,793千円

※現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記さ

れている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 3,358,153千円

関係会社預け金勘定 2,690,628千円

有価証券勘定 1,599,952千円

計 7,648,735千円

ＦＦＦ以外の有価証券 △1,499,746千円

現金及び現金同等物 6,148,988千円

（デリバティブ取引関係）

（ストック・オプション等関係）

（持分法投資損益等）

（企業結合等関係）

（賃貸等不動産関係）

（開示の省略）

（セグメント情報等）
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前事業年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

  

１  関連当事者との取引 

  財務諸表提出会社と関連当事者の取引 

    財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る。)等 

  

 
(注) １  取引条件ないし取引条件の決定方針等については、一般的取引条件と同様に決定しております。 

２  上記金額のうち、取引金額は消費税等を含まず、期末残高は消費税等を含めて表示しております。 

  

２  親会社又は重要な関連会社に関する注記 

  親会社情報 

        株式会社ＣＳＫ(東京証券取引所に上場) 

  

当事業年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

  

１  関連当事者との取引 

  財務諸表提出会社と関連当事者の取引 

    財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る。)等 

  

 
(注) １  取引条件ないし取引条件の決定方針等については、一般的取引条件と同様に決定しております。 

２  上記金額のうち、取引金額は消費税等を含まず、期末残高は消費税等を含めて表示しております。 
３ ＳＣＳＫ株式会社は、平成23年10月１日付で住商情報システム株式会社を存続会社として株式会社ＣＳＫと
合併し、ＳＣＳＫ株式会社に社名変更しております。 

４ 上表の取引金額には、株式会社ＣＳＫとの平成23年４月１日から同年９月30日までの取引を含めて表示して
おります。 

  

２  親会社又は重要な関連会社に関する注記 

  親会社情報 

        ＳＣＳＫ株式会社(東京証券取引所に上場) 

（関連当事者情報）

種類
会社等の名
称又は氏名

所在地
資本金又 
は出資金 
(百万円)

事業の内容 
又は職業

議決権等
の所有 

(被所有)割合
(％)

関連当事者との関係 取引の内容
取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)

親会社
株式会社
ＣＳＫ

東京都 
港区

97,811

システム・
インテグレ
ーションサ
ービス

直接
(被所有) 
69.51

システム開発及び
資金の預入れ

資金 の 払
戻し

125,161
関係会社
預け金

2,796,152

利 息 の 受
取り

13,598 未収収益 1,130

種類
会社等の名
称又は氏名

所在地
資本金又 
は出資金 
(百万円)

事業の内容 
又は職業

議決権等
の所有 

(被所有)割合
(％)

関連当事者との関係 取引の内容
取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)

親会社
ＳＣＳＫ
株式会社

東京都 
中央区

21,152
ＩＴソリュ
ーション 
サービス

直接
(被所有) 
69.51

システム開発及び
資金の預入れ

資金 の 払
戻し

105,524
関係会社
預け金

2,690,628

利 息 の 受
取り

12,798 未収収益 1,007
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(注) １株当たり当期純利益金額の算定基礎は、以下のとおりであります。 

 
  

  

  
該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

前事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当事業年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

１株当たり純資産額 129,806.37円 １株当たり純資産額 130,848.00円

１株当たり当期純利益金額 6,473.70円 １株当たり当期純利益金額 3,567.62円

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい
ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい
ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

前事業年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当事業年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

１株当たり当期純利益

当期純利益 444,037千円 244,706千円

普通株主に帰属しない金額 ― 千円 ― 千円

普通株式に係る当期純利益 444,037千円 244,706千円

普通株式の期中平均株式数 68,591株 68,591株

（重要な後発事象）
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 当事業年度における生産実績を品目別に示すと、以下のとおりであります。 

（単位：千円）

 
(注)１ 金額には、消費税等は含まれておりません。 

２ 生産実績は、販売価格に基づいて算出しております。 

  

  

 当事業年度における受注実績を品目別に示すと、以下のとおりであります。 

（単位：千円）

 
(注) 金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

 当事業年度における販売実績を品目別に示すと、以下のとおりであります。 

（単位：千円）

 
(注) 金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

５．その他

（生産、受注及び販売の状況）

（１）生産実績

品   目 生 産 高
前年同期比

シ ス テ ム 開 発 11,894,920 6.2％

（２）受注実績

品   目 受 注 高 受 注 残 高
前年同期比 前年同期比

シ ス テ ム 開 発 12,099,245 11.3％ 1,799,069 15.3％

製 品 販 売 332,247 94.6％ 180,276 60.1％

合   計 12,431,493 12.5％ 1,979,346 18.3％

（３）販売実績

品   目 販 売 高
前年同期比

シ ス テ ム 開 発 11,860,319 5.6％

製 品 販 売 264,547 10.4％

合   計 12,124,866 5.7％
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